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研究成果の概要（和文）：沖縄野菜を多く含む伝統的沖縄型食事の4週間の提供（強い介入）では、有意な血圧値およ
び体重の低下が得られた。しかし、現在までの解析では、食事のレシピの提供や健康情報による介入のみ（弱い介入）
では、それらのパラメーターの低下は有意ではなかった。また、1年後のフォローにおいても、強い介入では効果が持
続していたものの、弱い介入の場合は効果は明かではなかった。追加の複数回の情報提供の効果も限定的であった。こ
れらの結果から、食事介入の効果は、強度が弱い場合は効果が出にくいと考えられた。

研究成果の概要（英文）：Intervention of the Okinawan vegitable-rich traditional diet via the delivary of f
ood (strong intervension) significantly decreased blood pressure and body weight. However, the analysis un
til now shows that the intervension via providing recipe of Okianwan traditional dishes and information of
 health promotion (weak intervention) did not significantly improved such parameters. Effects of strong in
tervention continued for one year with repeated information provision, however those of weak intervention 
did not change.  These results suggest that the effects of food intervension is not large if its intensity
 is weak.      
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１．研究開始当初の背景 
（１）沖縄県は長寿県として知られ、伝統的
沖縄食が長寿性の要因の一つと考えられて
きた。これまでの長寿者（100寿者）の調査
や戦後のアメリカ占領軍（GHQ）による栄養
調査によると、伝統的沖縄食は、ナトリウム
摂取が少なく、カリウム、マグネシウム、緑
黄色野菜、食物繊維の摂取が多く、蛋白質、
脂質、カロリー摂取が適量であることが特徴
とされている（柊山幸志郎編集、長寿の要
因,2000）。この食事パターンは、高血圧の予
防食として推奨されている
DietaryApproach to Stop Hypertension
（DASH; Sacks et al. N Engl J Med 
2001;344:3-10）食に近いものであり、我が国
の高血圧治療ガイドライン（JSH2009）の食
事療法の項目とも合致する。 
しかし、沖縄では、戦後のアメリカによる統
治以降、急激な西洋の食生活の普及により伝
統的沖縄食を取る人口は減ってきている（沖
縄県県民調査 2000年）。また、近年、肥満が
増加し、県民の平均寿命の延びが鈍化してい
ることが明らかとなった（厚生労働省人口動
態統計特殊報告 2004年）。一方、沖縄特産の
緑黄色野菜はミネラル成分や抗酸化成分を
多く含むことが報告されており、また、ラッ
トの実験では、薬物代謝ならびに抗酸化誘導
への効果も報告されている（Kanke et al. 
Nutr Cancer 1996;26:63-71）。従って、十分
な沖縄野菜の摂取が健康指標の改善に寄与
する可能性が考えられている。 
（２）高血圧に対する無作為割付試験による
食事介入のエビデンスは、DASH研究などの
ように欧米ではある程度は報告されている
ものの、我が国においては減塩以外について
は非常に限られる。一方、これまでの食事介
入研究では、内容を厳密にコントロールし、
給食センターより食事を配給する形が多か
った。しかし、実臨床や実社会において住民
に対してこの方略を適応することは困難で
ある。最近、食事は自分で準備するものの、
目標を決めて栄養指導を繰り返すことで、食
事配給とほぼ同等の効果が得られることも
明らかとなってきた（PREMIER研究、Appel 
et al, JAMA 2003;289:2083-2093.）。我が国
においても、このような介入で減塩、抗酸化
ビタミンや果物の摂取を推奨することによ
り降圧が保持されることが、連携研究者であ
る国立健康栄養研究所の佐々木敏らのグル
ープにより明らかとなり、新しいアプローチ
として注目されている（Takahashi et al. J 
Hypertens 2006;24:451-458）。 
（３）我々は、先行研究として、ボランティ
アの健常者に対して沖縄野菜を豊富に使っ
た伝統的料理を現代風にアレンジした食事
を提供する無作為割付介入試験を行った（チ
ャンプルースタディ）。この一連の研究にお
いて、若年健康女性では、尿中カリウム排泄
の有意な増加（364mg/日の増加）と尿中ナト
リウム排泄の低下傾向（209mg/日の低下）を

認めた（ Tuekpe et al.J.Hypertens Res 
2006）。また、沖縄在住米国人においても、
このような介入が、DASH食と同程度の降圧
効果（収縮期で -2.6～ -4.6mmHg 低下、
Todoriki, et al.ISH 2008）を示した。 
 
２．研究の目的 
無作為割付の沖縄野菜を多用する伝統的な
沖縄食パターンの食事介入を、複数の対象者
集団（地域住民、高血圧患者）に対して行い、
（１）一般住民や患者においても同様の効果
があるか、（２）1 か月間の介入効果がその
後も持続するか、（３）定期的な情報提供が
効果の長期持続に対して有効か、について検
討を行う。 
 
３．研究の方法 
地域住民（企業職員や生活協同組合員を含
む）のうち、健常者、高血圧者を本研究の対
象者（全体で約 500 名）とし、無作為割付（地
域ごとの割付）にて食事介入群（１ヶ月間の
沖縄野菜安価販売とその調理法レシピを提
供＋１年間の健康情報提供および集団指導）
とコントロール群（従来の生活を続ける）を
設定し 1 年間の観察を行う。その前後で、食
事内容（DHQ）と生活習慣の調査や健康診断
（体重、家庭血圧、一般健診項目として採血、
採尿）を行う。一部については(200 名)、２
４時間蓄尿、脈波検査、内皮機能検査、酸化
ストレスマーカーの測定などを行う。さらに、 
その後、1 年間の観察を行い、効果の持続を
検討する。 
 
４．研究成果 
地域住民を対象に食事介入群（１ヶ月間の沖
縄野菜安価販売とその調理法レシピを提供
＋１年間の健康情報提供および集団指導）と
コントロール群（従来の生活を続ける）を設
定した。現在までの解析では、食事介入で、
血圧および体重は減少したものの、その差は
有意ではなかった。また、1 年後のフォロー
においても、追加の複数回の情報提供の有無
に関わらず、有意な効果は認められていない。
先行研究において、チルド食の提供によって、
血圧低下と体重減少および1年後の持続した
ことと比較して、情報提供を中心とするアプ
ローチでは、健康指標の変化は小さいことが
分かった。 
また、沖縄の疾病構造の変化に関する疫学的
検討を行い、動脈硬化性の疾患が十分には減
少していないこと、その要因として、肥満が
多いこと、食塩摂取量が減少していないこと
などの結果が得られた。このような食事に関
連する要因を改善するためにも、有効な介入
手段が必要であると考えられた。 
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